










六）年に歿するまでの期間は、日本が近代国家を確立し戦争に突入するまでの、最も輝かし 黄金時代であった。その時期に純粋に絵画制作に打ち込むことのできた麥僊はまさに「近代」の落と 子 あり、短命では が至福の画家 あったと言わねばなら い。麥僊作品の魅力、それは一糸乱れぬ緊張感の持続でありながら暖かみ あ 作風、洗練された美
しさを見せながら素朴な味わいを併せ持つ画作、
手抜き ない職人 だしの仕上げ、時 前人未踏の大
胆さを示し時に繊細で神経質 細やかさを見せる




















創作協会解散（昭和三年（一九二八） ）までを大正時代後半 動向とし、続く昭和四年（一九二九）から麥僊が四十九歳で没する昭和十一年（一九三六）までを昭和期とし 。渡欧体験 よる芸術観の変化、それが帰国後どのように消化されていった か、新しい東洋の伝統は に立ち現れてきたのかついて考察したい。第二部でも取り上げ 「個性」の捉え方を軸にして考察することで新た 視点を加えることができるだろう。
さらに、これまであまり取り上げられてこなかった晩年の舞妓図「燕子花」 「歌妓図」や朝鮮半島に

















最初期の作例として落款に「十三歳北陸梧南拝写」 「白文壺印（北陸） 」 ある「如意輪観音図」 （個
人蔵、佐渡博物館寄託） 、新穂高等小学校四年生であった十四歳のときの書〈劍號巨闕珠稱夜光〉と画
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は京都画壇で注目を浴び、頭角を現し始めた。これら三作に共通するのは、現 的な感覚で現代風俗を描いたことである。その背景には何があったのか 佐渡博物館 多数所蔵されている麥僊初期の写生帖（以下「麦僊写生帖」とする）を調査し、制作 背景にあった西洋絵画受容につい 明らかにした が本章である。
「麦僊写生帖」には「春の歌」 「罰」 「徴税日」三作の制作過程を示す写生や下絵、西洋画模写が含ま
れている。写生帖を調査することによって、栖鳳の所蔵してい 西洋美術書に掲載された作品をヒントに作品を構成し、そこに写生を重ねて制作を進めていること 徐々 に判明してきた。
麥僊が写し取った西洋絵画模写を調査すると、イギリスの『ロイヤル・アカデミー ・ピクチャー ズ』




制作に巧みに利用している。子供の遊ぶ様子や新聞を読む老人、腰掛けて作業する婦人など日常生活の光景と違和感のないものが選択されている。自己のイメー ジに合う西洋絵画の模写部分を組み入れて作品の構図を決定し、その後に構図に沿う実際の人物写生を繰り返し行っている。こうした制作過程から画面に情趣性 現実 ある麥僊の独自
性が引き出されていったと考えられる。

































































































が生じた。こうした技法上 問題と、竹内栖鳳の助手として東本願寺天井画に従事した とで、麥僊は天平時代や平安時代の仏画を参考にした「散華」 （大
阪新美術館建設準備室蔵） 、桃山時代の金碧障壁画、

















憧れの地ヨー ロッパ 巡遊し、泰西名画を直接鑑賞する機会に恵まれた麥僊がヨー ロッパで何を見、
何をし、どのような作品を描 た か、さら こうした経験が帰国後にど ように消化され くのか。
また麥僊の特異性を探るため、数多く描いた舞妓図に
ついて考察した。詳細に検討することで、麥僊














































































第三部・第十二章「土田麥僊のヨー ロッパ―渡欧による芸術観の変化について―」 （ 『美学論究』第十四編一九九九年三月）再録。
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・第十三章
書き下ろし。
・第十四章
書き下ろし。
・第十五章「土田麥僊の人物画について―肖像性と象徴性をめぐる考察―」 （ 『デザイン理論』六二号）再録。本章は、二〇一三年（平成二十三年度～平成二十五年度
科学研究費補助金
基盤研究（Ｃ）研
究課題「土田麥僊における人物画の解明と京都画壇における位置」 （研究代表者
：上田文
課題番号
23520167
）の研究成果の一部である。
・第十六章「土田麥僊『平牀』と『妓生の家』について―近代日本美術における朝鮮の美をめぐって―」（ 『美学』第二三三号二〇〇八年十二月）再録。
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